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1 月

笠間幼稚園で、メリークリスマス！

◎主な内容

☆新春を迎え‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ２

☆健康づくりで上手な受診を！‥‥‥Ｐ３

☆市県民税の申告はお早めに！‥‥‥Ｐ４

☆男女共同参画推進フォーラム‥‥‥Ｐ６

☆わだいいろいろ‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ８

☆笠間シティマラソン‥‥‥‥‥‥‥Ｐ18

☆生涯学習だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ19

１２月１４日と１５日の二日間
笠間幼稚園で、Ｘ’mas 発表会が開かれました

練習してきた踊りを披露する園児たち
歌や劇でそれに応えるお母さん方

そしてご褒美はクリスマスプレゼント
遠い国からやってきたというサンタさんが

園児一人ひとりに手渡しました
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ル
の
多
様
化
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
笠
間
市
は
、
友
部
町
・

岩
間
町
と
合
併
を
し
、
今
年
３
月
19
日
、
人
口
約

８
万
２
千
人
の
新
笠
間
市
が
誕
生
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
笠
間
市
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
を
基
本

に
市
政
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、

北
関
東
自
動
車
道
の
建
設
が
着
々
と
進
み
、
笠
間
市

の
将
来
に
も
大
き
な
発
展
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
よ
り
豊

か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
後
も

更
に
執
行
部
と
一
丸
と
な
っ
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
決
意
を
新
た
に
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

実
施
さ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
よ

り
効
率
的
な
自
治
体
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
延
べ
９
回
の

合
併
協
議
会
を
開
催
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
「
住

み
よ
い
ま
ち　

訪
れ
て
よ
い
ま
ち　

笠
間
市
」
に
向

け
て
の
事
務
調
整
方
針
や
新
市
の
市
章
、
組
織
機
構

な
ど
を
決
定
し
、
３
月
19
日
の
新
笠
間
市
の
誕
生
に

向
け
て
、
更
な
る
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
笠
間
市
に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
、
福
祉
の
向
上
、
健
全
な
行

財
政
運
営
、
行
政
改
革
の
推
進
、
適
正
規
模
に
見
合

っ
た
事
務
事
業
の
展
開
等
を
基
本
に
、
環
境
や
福
祉

施
策
、
生
涯
学
習
の
推
進
、
商
業
・
農
業
・
観
光
の

振
興
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
議
会
運
営
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
、

情
報
通
信
技
術
の
進
展
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
笠
間
市
に
お
い
て
は
、
重
要
施
策
の
公
共

処
分
場
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
が
開
業
し

た
ほ
か
、「
か
さ
ま
を
よ
く
す
る
市
民
会
議
」
の
再

編
に
伴
う
効
果
的
な
市
民
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
も
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
基
づ
く

補
助
金
の
削
減
や
交
付
税
の
減
額
な
ど
が
継
続
し
て

新春を迎え

何
と
な
く

何
と
な
く

今
年
は
よ
い
事
あ
る
ご
と
し

今
年
は
よ
い
事
あ
る
ご
と
し

元
日
の
朝
晴
れ
て
風
無
し

元
日
の
朝
晴
れ
て
風
無
し

　
　
　
　
　
　
　
　

石
川

市議会議長 渡辺　浩一 市　長 磯　　良史
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　　健康づくりで上手な受診を！

※ 平成１６年度は、前年度に比べ２.８パーセン
トも増加しています。生活習慣病を予防すると
ともに、基本的な健康づくりを心掛けましょう。

　老人医療費は、若い人の医療費に比べ、５倍
程度高い水準にあります。この最も大きな原因
は、心身の機能が低下するため、病気やけがが
増えて受診率が高くなることです。受診率を下
げるには、基本的な健康づくりを心掛け、生活
習慣病の発生を予防するとともに、上手な受診
が大切です。医療費の増加は、保険税の値上げ
や医療機関・福祉施設の不足を招き、結局は、
私たち自身に跳ね返ってきます。病気の予防や
健康づくりに積極的に取り組みましょう。

◆健康こそ、最大の医療費節約

※ 笠間市の老人保健該当者数は、前年度に比べ４
パーセント減少しています。人口に対する老人
保健該当者数の割合は１５パーセント。６.７
人に一人は老人となります。

　老人保健制度は、本格的な高齢化社会の到来に
対応し、疾病の予防、総合的な保健事業を実現す
るとともに、老人医療費を国民みんなで公平に負
担することを目的としています。
　我が国では高齢化が進み、老人医療費は年々増
加しています。笠間市の老人医療費は、平成１６
年度で約２７億４千８００万円。一人当たり年間
約６１万１千円で、１か月間に約５万１千円掛か
っています。笠間市の老人保健の動向を知ってい
ただき、医療費の適正化にご協力をお願いします。

◆　老　人　保　健　医　療　費　の　現　状

4,589
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4,400
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5,000
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平
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平
成
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年
度

平
成
16
年
度

◆上手なお医者さんへのかかり方

問合せ先：総合窓口課保険Ｇ　TEL内線１１４～１１６
　　　　　保健センター　TEL７２－７７１１

老　人
保　健

① お医者さんの掛け持ち
受診はやめましょう。

② 時間外、休日受診は
なるべく避けましょう。

③ 薬をたくさん欲しがる
のはやめましょう。

④家庭医を持ちましょう。

⑤ お医者さんを信頼し、
指示を守りましょう。

⑥ 健康診断を受け、病
気の早期発見、早期
治療を心掛けましょう。

老人保健該当者数の推移（月平均人数）

一人当たりの平均医療月額（円）
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持
参
す
る
も
の
／／

①
平
成
17
年
分
源
泉
徴
収
票
（
コ

ピ
ー
不
可
）

②
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
計
算
用
具

③
還
付
金
を
受
け
取
る
場
合
の
金

融
機
関
名
、
口
座
番
号
（
申
告

者
名
義
）
の
分
か
る
も
の

④
源
泉
徴
収
票
の
住
所
が
現
在
地

と
異
な
る
場
合
は
、
住
民
票
の

写
し

《
新
築
・
中
古
住
宅
の
場
合
》

前
記
①
〜
④
の
ほ
か
に
、

⑤
住
民
票
の
写
し

⑥
家
屋
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
又

は
、
登
記
事
項
証
明
書

⑦
請
負
契
約
書
又
は
、
売
買
契
約

書
の
写
し

⑧
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書

※
家
屋
と
と
も
に
、
敷
地
を
借
入

金
で
取
得
し
た
場
合
に
は
、

⑨
敷
地
等
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本

又
は
、
登
記
事
項
証
明
書

⑩
敷
地
等
の
分
譲
に
係
る
契
約
書

等
で
、
そ
の
敷
地
等
の
取
得
価

格
・
取
得
年
月
日
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
書
類
の
写
し

《
増
改
築
等
の
場
合
》

前
記
⑤
〜
⑧
の
ほ
か
に
、

⑨
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
検

査
済
証
の
写
し
又
は
、
建
築
士

か
ら
交
付
を
受
け
た
増
改
築
等

工
事
証
明
書

問
合
せ
先
▼
水
戸
税
務
署
個
人
課

　

税
部
門
☎
０
２
９
（
２
３
１
）

　

４
２
１
１

　

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
笠

間
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
17
年

中
に
、
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、

譲
渡
な
ど
の
所
得
の
あ
る
方
で
す
。

　

給
与
所
得
者
は
通
常
、
申
告
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
給
与

の
ほ
か
に
、
年
金
、
家
賃
、
農
業

等
の
所
得
が
あ
る
方
や
、
事
業
主

が
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
市
に

提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
源
泉
徴

収
票
や
給
与
明
細
書
等
を
持
参
の

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

贈

与

税

《
受
付
は
、
２
月

日
か
ら
３
月

日
ま
で
》

☆
２
月
16
日
㊍
〜
28
日
㊋
／／

　

▽
市
役
所
１
階
税
務
課

　

▽
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

☆
３
月
１
日
㊌
〜
15
日
㊌

　

▽
市
役
所
２
階
会
議
室

　

▽
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

☆
２
月
16
日
㊍
〜
24
日
㊎
／／

　

▽
出
張
申
告（
各
地
区
公
民
館
）

　

▽
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
詳
し
く
は
、
５
ペ
ー
ジ
の
表
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
の
取
り
ま
と
め
期
間

市
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

上
、
本
人
が
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
し
な
い
と
、
医
療
費
や

保
険
料
等
の
所
得
控
除
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
な
ど
の
税
額
控

除
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

《
控
除
を
受
け
る
場
合
》

☆
領
収
書
や
証
明
書
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
▼
市
役
所
税
務
課
賦
課

　

Ｇ
☎
内
線
１
０
５
〜
１
０
７

務
署
や
市
の
申
告
会
場
が
大
変
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

期
限
内
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、

後
で
、
不
足
の
税
金
や
加
算
金
、

延
滞
金
等
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞

金
が
掛
か
り
ま
す
の
で
、
期
限
内

に
税
金
を
完
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
税
の
期
限
（
３
月
15

日
）
か
ら
約
１
か
月
後
に
、
納
税

者
が
指
定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的

に
納
付
さ
れ
る
、
便
利
な
「
振
替

納
税
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
得
税
確
定
申
告
の

受
付
期
間

☆
２
月
16
日
㊍
〜
３
月
15
日
㊌

《
納
税
期
限
も
３
月
15
日
》

納
税
は
期
限
内
に

　

税
務
署
で
は
、
給
与
収
入
先
が

１
か
所
（
年
末
調
整
済
み
の
方
）

で
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
住

宅
を
取
得
又
は
増
改
築
を
行
っ
た

方
を
対
象
に
、
所
得
税
還
付
の
説

明
会
と
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

期
日
▼
２
月
３
日
㊎

　

受
付
▽
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

会
場
▼
市
役
所
２
階
会
議
室

申
告
・
納
税
の
受
付
期
間

☆
２
月
１
日
㊌
〜
３
月
15
日
㊌

　

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
贈
与
を

受
け
た
現
金
、
土
地
家
屋
、
事
業

（
農
業
）
用
財
産
、
書
画
・
骨こ

っ
と
う董

等

の
合
計
が
、
一
年
間
に
１
１
０
万

円
を
超
え
た
部
分
に
掛
か
り
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
水
戸
税
務
署
資
産
課

　

税
部
門
☎
０
２
９
（
２
３
１
）

　

４
２
１
１

所
得
税
の
還
付
申
告
説
明
会

所

得

税

申
告
は
、
正
し
く
お
早
め
に

　

申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
、
税

16

15



5

●市役所申告受付会場
　今年は、税制改正や農業申告の関係により、待ち時間が増えることが予想されますので、市役所での申告
に当たっては、地域ごとに期日を指定させていただきます。ご協力をお願いします。

受付日 曜日 指定地域 受付会場 受付時間
２月１６日 木 箱田

市役所１階
税務課

午前８時３０分～午後４時

２月１７日 金 日沢・石寺・金井・大渕
２月１９日 日 申告を行います（指定地域なし）
２月２０日 月 石井・赤坂
２月２１日 火 石井・赤坂
２月２２日 水 下市毛
２月２３日 木 下市毛
２月２４日 金 寺崎・片庭・大郷戸
２月２７日 月 稲田・飯合・手越・北吉原・南吉原
２月２８日 火 福原
３月　１日 水 大橋・池野辺・福田・飯田

市役所２階
会議室

３月　２日 木 本戸・上加賀田・来栖
３月　３日 金 笠間・日草場
３月　６日 月 笠間
３月　７日 火 笠間
３月　８日 水 笠間
３月　９日 木 指定地域なし
３月１０日 金 指定地域なし
３月１３日 月 指定地域なし
３月１４日 火 指定地域なし
３月１５日 水 指定地域なし

●出張申告受付会場
　今年から、片庭中組集会所・高田公民館片庭中組集会所・高田公民館片庭中組集会所・高田公民館での申告は行われませんので、両地域の方は、市役所申告会場の
指定の日をご利用ください。

受付日 曜日 指定地域 受付会場 受付時間
２月１６日 木 南吉原・北吉原・上加賀田 南山内公民館

午前９時３０分～午後３時

２月１７日 金 大橋・倉作 大橋公民館
２月２０日 月 池野辺 池野辺公民館
２月２１日 火 ８８区～９４区 稲田公民館
２月２２日 水 ９５区～１００区・１１０区・大郷戸 稲田公民館
２月２３日 木 １０１区～１０９区 福原公民館
２月２４日 金 本戸 本戸公民館

※指定の期日においでいただけない方は、「指定地域なし」の日をご利用ください。

●年金収入のみの方、収入のなかった方、非課税所得のみの方
　２月１６日（木）から３月１５日（水）までの申告期間中は、窓口が大変混み合いますので、下記の日程を
ご利用ください。

受付日 曜日 指定地域 受付会場 受付時間
２月７日 火

市内全域 市役所１階
税務課 午前９時～午後４時

２月８日 水
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男女（とも）に輝く未来のために　～取り組もう、共同参画～
　

地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

意
識
を
広
げ
よ
う
と
、
11
月
27
日
、

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
笠
間

市
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
０
５
（
主
催
▽
笠
間
市
・

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
）
が

開
か
れ
、
市
民
や
関
係
団
体
な
ど

約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
民
15
人
で
組
織
す

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
（
委

員
長
▽
小
林
加
奈
恵
さ
ん
）
が
企

画
・
運
営
を
担
当
。
行
政
や
学
校
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、
男
女
共
同

参
画
意
識
の
発
信
に
向
け
て
、
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
小
・
中
学
生
の
絵
画
や
作

文
の
表
彰
、
優
秀
作
文
２
作
品
の

発
表
に
引
き
続
き
、
主
婦
を
題
材

に
し
た
寸
劇
、
ま
ち
お
こ
し
に
つ

い
て
の
事
例
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
、

日
常
生
活
に
お
け
る
人
権
の
大
切

さ
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
後
は
、
弁
天
町
婦
人
会
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
龍
ヶ
崎
市
の

定
番
と
な
っ
た
コ
ロ
ッ
ケ
が
揚
げ

ら
れ
、
来
場
者
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

☆
フ
ォ
ー
ラ
ム
協
力
団
体

▽
笠
間
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

▽
か
さ
ま
エ
コ
ー
プ
ラ
ザ
連
絡
会

▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
さ
ま

▽
弁
天
町
婦
人
会

▽
（
社
）
笠
間
青
年
会
議
所

▽
笠
間
市
商
工
会
青
年
部

▽
稲
田
石
材
商
工
業
協
同
組
合
青
年
部

◆
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
絵
画
と
作
文
の
表
彰

龍ヶ崎まいんコロッケを揚げる弁天町婦人会の皆さん

男女共同参画推進フォーラム２００５男女共同参画推進フォーラム２００５

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
を
前
に
、
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
絵
画
と
作

文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
小
・
中

学
生
か
ら
絵
画
53
点
、
中
学
生
か

ら
作
文
79
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
笠
間
高
等
学
校
の
生

徒
か
ら
、
１
０
６
点
に
上
る
川
柳

や
標
語
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
絵
画
・
作
文

選
考
委
員
会
」（
委
員
長
▽
海
老

沢
彰
・
笠
間
小
学
校
長
）
の
審
査

の
結
果
、
小
学
生
絵
画
の
部
で
、

優
秀
賞
（
笠
間
小
６
年
・
成
田
愛

さ
ん
の
作
品
『
思
い
や
り
』）
１

点
と
入
選
３
点
、
中
学
生
絵
画
の

部
で
、
優
秀
賞
（
東
中
１
年
・
割

貝
ひ
な
た
さ
ん
の
作
品
『
共
同
参

画
の
歩
み
』）
１
点
と
入
選
５
点

を
選
出
。
海
老
沢
選
考
委
員
長
の

講
評
に
引
き
続
き
、
磯
市
長
か
ら

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
学
生
の
作
文
の
部
で

は
、
力
作
ぞ
ろ
い
の
中
、

小
松
崎
友
理
さ
ん
（
東

中
１
年
）
の
作
品
『
男

女
共
同
参
画
・
人
と
し

て
』
と
、
割
貝
ひ
な
た

さ
ん
（
東
中
１
年
）
の

作
品『
父
は「
主
婦
」？
』

の
２
作
品
を
選
出
。
表

彰
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
を
ス
テ
ー
ジ
上
で

読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

小
松
崎
さ
ん
は
、「
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
父
親

像
」
を
、
割
貝
さ
ん
は
、「
家
事

に
奮
闘
す
る
父
の
姿
と
内
面
の
優

し
さ
」
を
活
字
で
表
現
。
男
女
が

お
互
い
に
気
遣
い
、
認
め
合
う
こ

と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
、
す
て
き

な
社
会
の
到
来
を
訴
え
ま
し
た
。

作文優秀賞　小松崎 友理さん（東中１年）作文優秀賞　割貝 ひなたさん（東中１年）

割貝 ひなたさん（東中１年）　「共同参画の歩み」成田 愛さん（笠間小６年）　「思いやり」
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同
市
商
工
会
女
性
部
長
で
あ
り
、

「
ま
い
ん
コ
ロ
ッ
ケ
」
代
表
の
吉
田

さ
ん
が
、
ま
ち
お
こ
し
に
か
け
た

情
熱
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

―

◇―

◇―

◇―

〝
コ
ロ
ッ
ケ
作
っ
て
み
な
い
？
〞

　

寂
れ
て
い
く
地
元
の
商
店
街
を

見
て
き
た
吉
田
さ
ん
は
、
５
年
前
、

まちおこしへの奮闘を語る吉田さん

「
コ
ロ
ッ
ケ
で
ま
ち
を
活
性
化
で
き

な
い
か
」
と
思
い
立
ち
、
商
店
街

の
お
か
み
さ
ん
た
ち
に
そ
う
尋
ね

ま
し
た
。
龍
ヶ
崎
市
に
ち
な
ん
だ

わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
、
子
ど
も

の
と
き
に
食
べ
た
懐
か
し
い
味
を

思
い
出
し
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
ず
４
０
０
個
作
っ
て
み
た
も

の
の
、
な
か
な
か
売
れ
な
い
。
商

工
会
の
男
た
ち
は
見
向
き
も
し
な

い
。
し
か
し
、
持
ち
前
の
「
元
気

と
や
る
気
」
で
コ
ロ
ッ
ケ
を
作
り

続
け
る
う
ち
、
そ
の
味
が
口
コ
ミ

で
広
が
り
始
め
、
そ
の
意
気
込
み

に
注
目
し
た
市
が
マ
ス
コ
ミ
に
紹

介
。
す
る
と
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
通

し
て
一
気
に
開
花
し
、
今
や
、
ま

ち
一
番
の
名
物
と
し
て
、
全
国
規

模
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
田
さ
ん
は
「
最
初
か
ら
龍
ヶ

崎
ら
し
さ
は
求
め
な
か
っ
た
。
味

を
整
え
て
か
ら
の
出
発
で
は
だ
め
。

ま
ず
は
思
っ
た
こ
と
を
実
行
す
る

こ
と
。〝
ら
し
さ
〞は
後
か
ら
付
い

て
く
る
」
と
言
い
ま
す
。
現
在
で

は
、
商
工
会
を
中
心
に
、
飲
食
店

が
競
う
よ
う
に
コ
ロ
ッ
ケ
の
新
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
し
、
ま
ち
の
経
済

効
果
が
２
割
ほ
ど
ア
ッ
プ
し
た
そ

う
で
す
。
今
、
点
の
に
ぎ
わ
い
か

ら
面
の
に
ぎ
わ
い
へ
。
ま
ち
お
こ

し
、
そ
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
活
性
化
が
続
い
て
い
ま
す
。

危
機
感
が
生
ん
だ

お
か
み
さ
ん
パ
ワ
ー

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
玉
と
な
る
講

演
会
に
は
、
龍
ヶ
崎
市
活
性
化
の

立
役
者
・
吉
田
京
子
さ
ん
が
登
場
。

『
コ
ロ
ッ
ケ
で
ま
ち
お
こ
し
』

フォーラム終了後、来場者に配られた龍ヶ崎「まいんコロッケ」

　笠間地域農業改良普及センター管内
の女性農業者でつくる「笠間げんこつ
劇団」。メンバーは、夜や農閑期に集
まり、男女共同参画に関する自己学習
に励みながら、活動を続けています。
　寸劇では、ごく普通の主婦が町議会
議員になろうと一大決意。周囲の重圧
に悩みながらも、見事当選するまでの
奮闘記を、コミカルに演出しました。

寸劇「女性も町会議員になっぺよ！」
～笠間げんこつ劇団～
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樫
村 

ふ
み
江
さ
ん　

青
少
年
の
健
全
育
成
功
労
で
善
行
表
彰

　

今
年
で
55
回
目
を
迎
え
る
平
成

17
年
度
秋
季
善
行
表
彰
式
が
、
こ

の
ほ
ど
、
明
治
神
宮
（
東
京
都
渋

谷
区
）
で
行
わ
れ
、
樫
村
ふ
み
江

さ
ん
（
笠
間
・
75
歳
）
が
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
永
年
の

功
績
に
よ
り
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

善
行
表
彰
は
、（
社
）
日
本
善

行
会
（
昭
和
12
年
発
足
）
が
主
催

す
る
も
の
。
善
行
精
神
の
普
及
と

実
践
を
通
し
て
、
明
る
く
住
み
よ

い
社
会
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
社
会
に
貢
献
す
る

青
少
年
や
外
国
人
を
春
に
、
一
般

社
会
人
を
秋
に
表
彰
し
、
そ
の
功

績
を
た
た
え
て
き
ま
し
た
。

　

樫
村
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
以
来
、

現
在
に
至
る
38
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
組
織
拡

大
と
強
化
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
ほ

か
、
指
導
者
研
修
を
企
画
し
、
そ

の
育
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
笠
間
市
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
の
役
員
と
し
て
、
子
ど
も

会
活
動
の
振
興
に
も
精
力
的
に
貢

献
。
特
に
、
子
ど
も
会
へ
の
訪
問

指
導
（
ラ
ジ
オ
体
操
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
ゲ
ー
ム
、
キ
ャ
ン
プ

等
）
を
通
し
て
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤 

英
男
さ
ん　

住
民
自
治
功
労
で
全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰

　

多
年
に
わ
た
る
住
民
自
治
へ
の

功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
、

佐
藤
英
男
さ
ん
（
笠
間
・
75
歳
）

が
、
全
国
自
治
会
連
合
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
に
全
国
自
治
組
織
連

合
会
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
60
年

に
再
編
成
し
た
全
国
自
治
会
連
合

会
は
、
住
民
自
治
組
織
の
発
展
・

向
上
と
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

を
目
指
す
全
国
規
模
の
団
体
。
地

縁
団
体
に
お
い
て
、
特
に
功
績
の

著
し
い
人
た
ち
に
対
す
る
栄
典
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、
笠
間
市
第
27

区
長
と
し
て
、
誠
実
に
そ
の
責
務

に
専
念
さ
れ
、
住
民
自
治
組
織
の

振
興
と
発
展
に
努
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
平
成
14
年
か
ら

現
在
ま
で
、
笠
間
市
区
長
会
会
長

を
務
め
ら
れ
る
一
方
、「
か
さ
ま

を
よ
く
す
る
市
民
会
議
」
副
会
長

と
し
て
、
市
民
の
福
祉
の
向
上
と
、

豊
か
で
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
茨
城
県
自
治
会
連
合

会
の
理
事
と
し
て
、
同
組
織
の
発

展
に
寄
与
し
、
関
係
事
業
の
達
成

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こじか幼稚園に通う安達 若菜ちゃん
（笠間）が、日本商工会議所珠算能力
検定３級と日本珠算連盟暗算検定３級
に挑み、見事合格しました。３級は、
小数点第四位を四捨五入し、第三位ま
で求める検定。小数点は小学校高学年
ではじめて学ぶことから、幼稚園児の
合格は驚異的。ご家族もびっくりです。

安
達 

若
菜
ち
ゃ
ん（
６
歳
）

幼
稚
園
児
で
異
例
の
珠
算
検
定
３
級

　県選挙管理委員会主催の「明るい選
挙啓発ポスターコンクール」で、増渕
美香さん（稲田中２年・写真左）の作
品「投ヒョウして下サイ」（動物のヒ
ョウとサイがモチーフ）が銀賞に、井
坂 咲さん（稲田中３年）の作品「日本
を救うあなたの一票」（日本列島を大
胆にデザイン）が銅賞に輝きました。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

稲
田
中
の
増
渕
さ
ん
と
井
坂
さ
ん
が
入
賞



日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

17金友引
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)
0 ･ 1 ･ 2 ･ 3 歳のおはなし会 11:00 ～ 11:20
　　市立図書館 ２階ホール (1市立図書館 )

教育

児童

健康

18土先負
人権教育講演会 13:30 ～
　　レツゴー正児「人がいて、ぬくもりがあって、人がいて」
　　中央公民館 大ホール（1生涯学習課 内線 272)
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 ２階ホール (1市立図書館 )

19日仏滅 4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや(1市立図書館)

休日救急医 9:00～17:00
　　いけうち医院 172-1105

20月大安 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

21火赤口
教育

健康

心配

育児

22水先勝 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線 144)
紙パック収集

教育

児童

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30
健康講座「骨粗しょう症について」
　　14:00～ 15:30(1保健センター )

23木友引 ふれあい (心配ごと相談 )巡回相談 10:00～ 12:00
　　稲田公民館 (1社会福祉協議会 )

教育

育児

６～７か月児健診
　　受　付▷13:20 ～ 13:30
　　対象児▷H17.7.26～ 8.31生まれ

24金　先負 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

健康

歯科

離乳食教室
　　受　付▷9:50～10:00
　　対象児▷H17.10.16～11.15生まれ

情報カレンダー情報カレンダー

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

9

◎市　役　所172―1111　　◎保健センター172―7711　　◎総合公園管理棟172―9330　　◎下水道組合
◎中央公民館172―2100　　◎清掃センター174―3800　　◎市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎市立図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所

天皇誕生日

相談は、下段一覧を
ご参照ください。

２月

笠間観光いちご狩り（笠間・南指原）
～１月２１日（土）開始～

入園料：１～２月▷1300円　３月▷1200円
笠間クラインガルテン　1７０－３１３３
笠 間 み ん げ い　1７２－９２８０

平成 18 年
February

如
きさらぎ

月



日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

9 木赤口 教育

育児

お誕生相談
　　受　付▷9:50 ～ 10:00
　　対象児▷H17.1.16～ 2.28生まれ

10金先勝 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

健康

歯科

11土友引 ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 ２階ホール (1市立図書館 )

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　下田整形外科 173-0858

12日先負 4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや(1市立図書館)

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　関医院 172-1382

13月　仏滅 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

14火大安
教育

健康

心配

育児

15水赤口 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線 144)
ペットボトル収集

教育

児童

人権法務

育児

破傷風接種
　　受　付▷ 13:00 ～ 13:50
　　※３日前までに予約してください。
両親学級④　10:00 ～ 12:00
機能アップ教室　9:30 ～ 15:30

16木先勝 子育てサロン 9:00 ～ 11:30
　　みなみ公民館（1更生保護女性会 甲斐 邦子 72-1477）

教育

育児
ひだまり (精神デイサービス )
　　10:00 ～ 15:00

資源物（紙類）回収にご協力をいただき、ありがとうございます。
☆ 11月の回収量は、63,480kg で、内訳は次のとおりです。
 新聞紙 24,550kg、雑誌類 25,840kg、段ボール 13,090kg
☆ごみ減量のため、今後ともよろしくお願いします。　《環境課》

予防接種・健診等の実施場所は、表示があ

る場合を除き、すべて保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

10

178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

建国記念の日

笠間工芸の丘
「第４回 炉を囲む３人展」
２月１日 (水 )から26日 (日 )



情報カレンダー情報カレンダー
日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

1 水仏滅 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室(1福祉事務所 内線144)
ペットボトル収集

教育

児童

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30

2 木大安 教育

育児
ひだまり (精神デイサービス )
　　10:00 ～ 15:00

3 金赤口
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)
0 ･ 1 ･ 2 ･ 3 歳のおはなし会 11:00 ～ 11:20
　　市立図書館 ２階ホール (1市立図書館 )

教育

児童

健康

4 土先勝 子ども体験行事「子ども料理教室④」（1中央公民館）
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 ２階ホール (1市立図書館 )

両親学級③　17:00 ～ 19:00

5 日友引
青少年健全育成講演会 13:30 ～
　　デーブ大久保「私の野球人生」
　　中央公民館 大ホール（1生涯学習課 内線 272)
4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや (1市立図書館 )

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　磯医院 174-4790

6 月先負 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

7 火仏滅
教育

健康

心配

育児

8 水　大安 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線 144)
白色発泡トレイ収集

教育

児童

育児

ＢＣＧ接種
　　受付▷13:00 ～ 13:30
　　※３日前までに予約してください。
機能アップ教室　13:00 ～ 15:30

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

◎市　役　所172―1111　　◎保健センター172―7711　　◎総合公園管理棟172―9330　　◎下水道組合
◎中央公民館172―2100　　◎清掃センター174―3800　　◎市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎市立図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所

２月
平成 18 年
February

如
きさらぎ

月

元旦

振替休日

笠間工芸の丘
「桃　宴」
～ 陶の雛展 ～

１月26日 (木 )～３月５日 (日 )



予防接種・健診等の実施場所は、表示があ

る場合を除き、すべて保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

18
年
３
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

税等納期限

  　　　　　　　　　　固定資産税・都市計画税……第４期分
　２月 28日 ( 火 )
　　　　　　　　　介　護　保　険　料……第６期分

日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

25土仏滅

26日大安 笠間市閉市式典 13:30 ～
　　アトラクション 市内中学校４校による合唱 14:45
　　中央公民館 大ホール (1秘書企画課 内線 221)

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　笠間耳鼻咽喉科 173-0111

27月赤口 教育

児童

２歳児歯科健診
　　受　付▷13:00～13:10
　　対象児▷H15.12.3～12.31生まれ

28火友引 笠間市・友部町・岩間町合併協議会 第11回合併協議会 16:00～
　　中央公民館 ２階 会議室（1合併協議会事務局 73-0133）

教育

健康

心配

育児

【３月の予防接種】

　　〔ポリオ与薬〕　　17日 ( 金 )

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

茨城県陶芸美術館
「日本陶芸100年の精華」
１月21日(土)～３月21日(火)
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長
谷
川 

國
二
さ
ん　

青
少
年
相
談
員
功
労
で
知
事
褒ほ

う

賞

　

青
少
年
相
談
員
と
し
て
、
青
少

年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
に
永

年
に
わ
た
っ
て
尽
力
さ
れ
た
こ
と

が
た
た
え
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
、
長

谷
川
國
二
さ
ん
（
笠
間
・
75
歳
）

が
、
青
少
年
相
談
員
功
労
知
事
褒

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に

笠
間
市
青
少
年
相
談
員
の
委
嘱
を

受
け
て
以
来
、
現
在
に
至
る
24
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
青
少
年
の
非

行
防
止
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
青
少
年
の
良
き

理
解
者
・
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、

青
少
年
の
中
に
飛
び
込
み
、
積
極

的
に
巡
回
指
導
を
行
っ
て
き
た
ほ

か
、
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
も
熱
心

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成
２
年
に
は
、
茨
城

県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
の
委
嘱

を
受
け
、
薬
物
の
乱
用
に
よ
る
弊

害
や
乱
用
の
実
態
等
を
把
握
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
12
月
１
日
に
は
、
福
祉
活

動
の
一
助
に
と
、
青
少
年
相
談
員

並
び
に
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
と

し
て
、
歳
末
た
す
け
あ
い
共
同
募

金
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

飯
島 

勇
さ
ん
（
笠
間
中
学
校
長
）　

教
育
功
労
に
よ
り
教
育
者
表
彰

北
関
東
自
動
車
道「
南
指
原
川
橋
」完
成
記
念

〜
高
速
道
路
で
お
絵
書
き
タ
イ
ム
〜

亀
渕 

友
香
さ
ん
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

ゴ
ス
ペ
ル
パ
ワ
ー
で
観
客
を
圧
倒

　１２月１０日、中央公民館大ホール
で、芸術鑑賞「亀渕 友香＆Ｖoices of 
Ｊapan Ｘmas コンサート」が開かれ、
約５００人の観客であふれました。
　人気歌手・亀渕 友香さんのゴスペル
パワーが観客を圧倒し、豪快なフィナ
ーレでは、会場総立ち。感動と興奮の
中、大ホールに一体感が生まれました。

　南指原川橋（本戸）の完成を記念し、
１１月２６日、地元の皆さん約７０人
を迎えて、現場見学会が開かれました。
　会場では、未舗装路面に記念の絵を
描いてもらおうと、子どもたちにマジ
ックペンが配られ、一風変わったお絵
書きタイムがスタート。アニメのキャ
ラクターなど様々な絵が描かれました。

　

学
校
教
育
に
関
す
る
際
立
っ
た

功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
笠
間
中
学

校
長
の
飯
島
勇
さ
ん
（
下
市
毛
・

60
歳
）
が
、
こ
の
ほ
ど
、
教
育
者

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

教
育
者
表
彰
は
、
現
に
学
校
教

育
に
従
事
し
て
い
る
教
育
者
の
う

ち
、
特
に
功
績
の
著
し
い
方
々
を
、

文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
。

12
月
12
日
、
茨
城
県
内
の
３
人
を

含
む
全
国
の
功
労
者
１
５
９
人
が
、

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
都

千
代
田
区
）
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
島
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
、
総

和
町
（
現
・
古
河
市
）
の
上
辺
見

小
学
校
の
教
員
と
し
て
教
職
の
道

を
歩
み
始
め
、
佐
城
小
、
笠
間
中

な
ど
を
経
て
、
岩
間
中
教
頭
、
友

部
中
校
長
を
歴
任
。
そ
の
間
、
通

算
９
年
間
に
及
ぶ
県
教
育
庁
で
の

職
責
を
全
う
し
、
現
在
に
至
る
38

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
学
校
教

育
・
教
育
行
政
の
充
実
と
振
興
に
、

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

飯
島
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち

と
接
す
る
こ
と
で
、
自
分
も
磨
か

れ
て
き
た
。
表
彰
は
、
子
ど
も
た

ち
や
先
生
な
ど
、
周
り
の
皆
さ
ん

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
、

に
こ
や
か
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
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た
だ
き
ま
し
た
。『
女
性
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
』、『
男
性
で
も
女
性
で
も
、
や

る
気
に
な
れ
ば
何
で
も
で
き
る
ん

だ
』
な
ど
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の

で
き
る
男
女
共
同
参
画
づ
く
り
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、〝
自
分
ら

し
く
生
き
る
〞と
い
う
こ
と
は
、

自
分
の
や
り
た
い
よ
う
に
生
き
る

こ
と
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

自
分
の
周
り
の
意
見
な
ど
を
聞
き

入
れ
、
お
互
い
に
認
め
合
い
、
そ

し
て
尊
重
し
、
自
分
を
発
揮
す
る

こ
と
が
、〝
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
〞だ
と
思
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に

向
け
て
は
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
充
分
に

発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
識
と
行
動

が
、
女
性
に
も
男
性
に
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
性
別
に
よ
る
固
定

的
役
割
分
担
意
識
か
ら
く
る
慣
習

や
し
き
た
り
な
ど
の
た
め
に
、
女

性
の
活
動
範
囲
が
制
限
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
一
方
で
、

そ
う
し
た
慣
習
や
し
き
た
り
の
中

で
、
女
性
も
、
自
分
の
責
任
や
役

割
を
担
う
こ
と
に
消
極
的
で
あ
っ

た
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
活
動
な
ど
、
市
民
が
主
体

と
な
っ
て
活
動
す
る
中
に
あ
っ
て

は
、
女
性
も
男
性
も
、
お
互
い
を

尊
重
し
、
認
め
合
え
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進
が
大
切
で
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
０
５
」
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
各
種
団

体
の
代
表
者
15
人
で
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
若
い
方
や
男
性
の
意

見
も
取
り
入
れ
、
企
画
並
び
に
運

営
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
い

み
ん
な
で
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　
　

〜
男
女
共
同
参
画
を
進
め
よ
う
〜

消
防
署
だ
よ
り

＠

28

ス
ト
ー
ブ
火
災
の
防
止

《
お
互
い
に
認
め
合
い
、
尊
重
し
て
い
こ
う
！
》

　

暖
房
機
と
し
て
、
昔
か
ら
普
及
し

て
い
る
ス
ト
ー
ブ
。
し
か
し
、
不

注
意
や
間
違
い
が
原
因
で
、
毎
年

多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
！

　

灯
油
切
れ
の
際
、
点
火
し
た
ま

ま
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
抜
き
、
セ
ッ

ト
し
よ
う
と
し
た
ら
、
キ
ャ
ッ
プ

か
ら
燃
料
が
漏
れ
て
火
災
に
な
っ
た
。

④
燃
料
を
間
違
え
た
た
め
に
！

　

燃
料
を
給
油
す
る
際
、
灯
油
と

間
違
え
て
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
。
点

火
し
た
ら
火
災
に
な
っ
た
。

　

電
気
を
熱
源
と
す
る
暖
房
器
具

は
、
取
扱
い
や
維
持
管
理
が
容
易
、

ガ
ス
や
石
油
な
ど
の
燃
料
を
使
用

し
な
い
た
め
空
気
を
汚
さ
な
い
、

給
油
の
手
間
が
掛
か
ら
な
い
な
ど

の
理
由
か
ら
、
手
軽
な
暖
房
器
具

と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
使
用
の
際
は
、
周
囲
や

上
部
の
可
燃
物
、
機
器
や
コ
ー
ド

の
損
傷
等
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

61 63

98

73

93

49 48
58 58 51

20 15 17 13 19

0
20

40
60
80

100
120

平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年

電気ストーブ等
石油ストーブ等
ガスストーブ等

　

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
の
発
生

状
況
を
み
る
と
、
電
気
ス
ト
ー
ブ

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

①
乾
燥
機
代
わ
り
に
し
た
た
め
に
！

　

洗
濯
物
が
乾
き
に
く
い
た
め
、

ス
ト
ー
ブ
の
真
上
や
近
く
で
乾
か

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
軽
く
な
っ
て

落
下
し
、
火
災
に
な
っ
た
。

②
ス
プ
レ
ー
缶
が
そ
ば
に
お
い
て

あ
っ
た
た
め
に
！

　

そ
ば
に
あ
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
が

熱
で
暖
め
ら
れ
、
ガ
ス
が
膨
張
し

て
爆
発
し
、
火
災
に
な
っ
た
。

③
燃
料
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
が
し

ス
ト
ー
ブ
火
災
の
原
因

ス
ト
ー
ブ
火
災
の
防
止

ス
ト
ー
ブ
火
災
の
発
生
状
況

①
使
用
前
に
は
点
検
整
備
を
行
う
。

②
洗
濯
物
を
乾
か
す
な
ど
、
乾
燥

機
代
わ
り
に
し
な
い
。

③
給
油
す
る
と
き
は
、
必
ず
消
火

し
て
か
ら
行
う
。

④
燃
料
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
は
、

確
実
に
閉
め
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

⑤
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
、
ス
プ
レ

ー
や
シ
ン
ナ
ー
、
灯
油
な
ど
の

引
火
性
の
も
の
を
使
用
し
た
り
、

そ
ば
に
置
い
た
り
し
な
い
。

⑥
ガ
ソ
リ
ン
と
灯
油
を
間
違
え
な
い
。

《主な暖房器具による火災の発生件数》
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健
康
ア
ド
バ
イ
ス

保
健
セ
ン
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
教
室

　
　
　
　

活
動
情
報
No.52

　

私
た
ち
陶
芸
家
で
つ
く
る
グ
ル

ー
プ
の
名
前
は
、〝
座ざ

　

私
た
ち
陶
芸
家
で
つ
く
る
グ
ル

ざ

　

私
た
ち
陶
芸
家
で
つ
く
る
グ
ル

・
陶
の
小こ

径み
ち

〞と
い
い
ま
す
。
少
し
変
わ
っ

た
名
前
で
す
が
、
こ
の
「
座
」
に

は
、
人
の
寄
り
集
ま
る
と
こ
ろ
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
「
桃と

う

宴え
ん

〜
陶
の
雛ひ

な

展
〜
」
も
、
こ
う
し

た
人
の
寄
り
集
ま
る
催
し
に
し
た

い
と
願
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
。

「
陶
の
小
径
」
か
ら
ま
ち
に
活
気

が
あ
ふ
れ
、
訪
れ
る
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
今
回

は
、「
お
も
て
な
し
」
を
よ
り
充

実
さ
せ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を

通
し
て
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
る

企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。
１
月
か

ら
３
月
の
間
に
開
か
れ
る
桃
宴
に
、

ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
に
は
、
友
部
・
岩
間
と
合

併
し
、
新
し
い
笠
間
市
が
生
ま
れ

ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
々
と
共
に
、

55

《
脳
梗こ

う
そ
く塞
に
つ
い
て
》

＊
脳
梗
塞
と
は
？

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
脳
梗
塞
は
脳
卒
中
の
一
つ
で
、
脳
の
中

の
血
管（
動
脈
）が
詰
ま
り
、
脳
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
病
気
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
の
中
、
近
年
も
依
然
と
し
て
脳
梗
塞
の
患
者
数
が
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
重
い
後
遺
症
を
残
す
脳
梗
塞
は
、
寝
た
き
り
に

な
る
原
因
の
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

＊
脳
梗
塞
の
サ
イ
ン
は
？

　

脳
梗
塞
は
突
然
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
症

状
が
現
れ
ま
す
。

①
顔
や
手
足
の
し
び
れ
が
右
側
、
あ
る
い
は
左
側
だ
け
に
起
こ
る
。

②
言
葉
の
障
害
、
あ
る
い
は
混
乱
状
態
。
舌
が
も
つ
れ
た
感
じ
、
言
い
た

い
こ
と
が
言
え
な
い
、
相
手
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
、
な
ど
。

③
片
目
、
あ
る
い
は
両
目
が
見
え
な
い
、
見
え
に
く
く
な
る
。

④
め
ま
い
、
歩
行
障
害
。

⑤
原
因
不
明
の
激
し
い
頭
痛
、
吐
き
気
。

　

も
し
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が
一
つ
で
も
起
こ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
救
急
病

院
又
は
、
脳
神
経
外
科
や
神
経
内
科
の
あ
る
病
院
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

脳
梗
塞
は
、
一
刻
も
早
く
受
診
し
、
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

良
い
結
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

＊
脳
梗
塞
を
予
防
す
る
に
は
？

　

脳
梗
塞
の
発
症
自
体
を
予
知
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
危
険
因
子

を
是
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
症
の
危
険
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。

※
危
険
因
子
と
は
…
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
喫
煙
・
肥
満
・
多

量
飲
酒
な
ど

　

年
に
一
回
必
ず
健
診
を
受
け
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
危
険
因
子
に
つ
い

て
、
正
し
く
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
治
療
で
き
る
危
険
因

子
は
、
き
ち
ん
と
治
療
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

寄
稿
▼
ま
ち
づ
く
り
教
室
生
徒
会

地
元
中
学
生　

エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
環
境
を
学
ぶ

環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

学
区
内
に
建
設
さ
れ
た
「
エ
コ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
の
概
要

や
役
割
を
学
び
、
環
境
教
育
の
充

実
を
図
ろ
う
と
、
12
月
16
日
、
東

中
学
校
の
全
校
生
徒
78
人
が
、
同

施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
に
開
業
し
た
こ
の
施

設
は
、
循
環
型
社
会
形
成
の
推
進

拠
点
に
も
位
置
付
け
ら
れ
た
ご
み

処
理
施
設
。
施
設
職
員
の
案
内
で
、

各
設
備
の
役
割
や
概
要
、
安
全
管

理
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
ず
訪
れ
た
の
は
、
管
理
棟
兼

環
境
学
習
施
設
。
各
施
設
の
資
料

や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
作
ら
れ
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
が

配
ら
れ
、
主
要
施
設
の
概
要
が
説

明
さ
れ
た
後
、
ガ
ス
化
溶
融
処
理

施
設
、
最
終
処
分
場
、
浸
出
水
処

理
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

専
門
用
語
が
難
し
か
っ
た
の
か
、

ち
ょ
っ
と
困
惑
し
た
面
も
。
し
か

し
、
ご
み
ピ
ッ
ト
内
で
ク
レ
ー
ン

が
立
ち
上
が
る
と
、
生
徒
た
ち
か

ら
ど
よ
め
き
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
ご
み
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い

が
、
家
庭
で
ご
み
を
減
ら
し
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
職
員
に
対
し
、
生

徒
た
ち
は
、「
ふ
だ
ん
見
ら
れ
な

い
も
の
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
私

た
ち
も
ご
み
を
減
ら
す
よ
う
努
力

し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。ガス化溶融処理施設内を見学

施設の概要について学ぶ東中の生徒

ま
ち
づ
く
り
、

そ
し
て
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

を
つ
く
っ
て

い
け
る
こ
と

を
期
待
し
て

い
ま
す
。
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人 口 と 世 帯
11月末日現在（前月比）
人　口 29,874 人（ー 15）
   男 14,584 人（ー 14）
   女 15,290 人（ー   1）
世帯数 10,063 戸（＋   2）

※住民基本台帳による

　

関
東
電
気
保
安
協
会
で
は
、
電

気
事
業
法
に
基
づ
き
、
１
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
、
企
業
や
家
庭
の

漏
電
の
調
査
、
屋
外
配
線
な
ど
の

安
全
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
月
ま
で
の
実
施
地
域
▼
１
月

▽
笠
間
・
下
市
毛
、
２
月
▽
笠

間
、
３
月
▽
笠
間
・
石
井
、
４

月
▽
笠
間
・
日
草
場

調
査
員
▼
関
東
電
気
保
安
協
会
の

職
員
が
、
制
服
と
腕
章
を
着
用

し
、
写
真
入
り
の
調
査
員
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

※
調
査
の
際
、
費
用
を
い
た
だ
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

物
品
販
売
等
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
▼
（
財
）
関
東
電
気
保

安
協
会
茨
城
事
業
本
部
調
査
部

　

☎
０
２
９
（
２
２
６
）
３
２
２
１

電
気
設
備
安
全
点
検
の
お
知
ら
せ

〜
関
東
電
気
保
安
協
会
〜

「
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

と
個
別
相
談

女
性
の
た
め
の

「
し
た
た
か
・
し
な
や
か
起
業
塾
」

　１１月１９日と２０日の二日間、市
総合運動公園芝生スポーツ広場で、第
２７回「笠間市長杯争奪中学校サッカ
ー大会」が開かれ、１８校が参加。熱
戦の末、笠間中が準優勝に輝きました。
優　勝：古河第二中学校
第３位：岩瀬東中学校
第３位：協和中学校

調
停
相
談
会

　

茨
城
労
働
局
と
水
戸
地
域
産
業

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
労
働
者
の

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
と
健
康
的
な
職
場
環
境
づ
く

り
の
た
め
の
「
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

専
門
医
師
ら
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
個
別
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日
時
（
会
場
）
／／

☆
第
１
回
▽
１
月
26
日
㊍
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分
（
ひ
た
ち

な
か
市
・
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
勝
田
）

☆
第
２
回
▽
３
月
23
日
㊍
午
後
６

　

女
性
の
感
性
を
生
か
し
た
起
業

を
応
援
す
る
た
め
、
企
業
経
営
の

専
門
家
や
起
業
経
験
者
を
講
師
に

迎
え
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
２
月
17
日
㊎
・
18
日
㊏
の

二
日
間
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
▼
茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
３
階

内
容
／／

17
日
▽
女
性
起
業
家
の
条
件
と
心
構
え

18
日
▽
起
業
経
験
者
の
体
験
談
ほ
か

対
象
者
▼
起
業
に
関
心
の
あ
る
県

内
在
住
の
女
性

定
員
▼
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
二
日
間
２
０
０
０
円

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
自
殺

を
予
防
す
る
た
め
、
様
々
な
不
安

を
抱
え
る
人
た
ち
と
電
話
で
対
話

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

受
講
資
格
▼
年
齢
23
〜
62
歳

※
性
別
、
学
歴
、
職
業
は
不
問

研
修
期
間
▼
４
月
か
ら
２
年
間

研
修
会
場
▼
つ
く
ば
市
周
辺

募
集
期
限
▼
２
月
15
日
㊌

資
料
請
求
・
問
合
せ
先
▼
茨
城
い

の
ち
の
電
話
事
務
局
☎
０
２
９

（
８
５
２
）
８
５
０
５

「
い
の
ち
の
電
話
」相
談
員

養
成
講
座
の
受
講
者
を
募
集

る
と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

申
告
書
は
自
分
で
記
載
し
、
郵
送

等
で
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
申
告
書
を
作
成
し
、
印
刷
し

て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
▽http://www.nta.go.jp

郵
送
先
▼
〒
３
１
０
〜
８
６
６
６

水
戸
市
北
見
町
１
〜
17
水
戸
税
務
署

申
告
会
場
▼
水
戸
市
大
町
ビ
ル
３

階
（
県
住
宅
供
給
公
社
内
）

受
付
期
間
／／

所
得
税
▽
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

贈
与
税
▽
２
月
１
日
〜
３
月
15
日

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
受
付
は
平
日
（
月
〜
金
曜
日
）

で
す
が
、
２
月
19
日
・
26
日
の

日
曜
日
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
水
戸
税
務
署
☎
０
２

　

９
（
２
３
１
）
４
２
１
１

日
時
▼
２
月
３
日
㊎
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

会
場
▼
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
勝
田
（
ひ

た
ち
な
か
市
）

相
談
内
容
▼
土
地
建
物
の
権
利
争

い
、
金
銭
貸
借
上
の
紛
争
、
家

庭
内
・
親
族
間
の
も
め
事
な
ど

相
談
員
▼
水
戸
調
停
協
会
所
属
調

停
委
員
（
弁
護
士
、
不
動
産
鑑

　

定
士
、
建
築
士
、
司
法
書
士
他
）

相
談
料
▼
無
料
（
予
約
不
要
）

問
合
せ
先
▼
水
戸
地
方
・
家
庭
裁

　

判
所
内
水
戸
調
停
協
会
☎
０
２

　

９
（
２
２
４
）
０
０
１
１

笠間中学校が準優勝
～笠間市長杯中学校サッカー大会～

時
30
分
〜
８
時
30
分
（
水
戸
市

医
師
会
館
）

定
員
▼
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
茨
城
労
働

局
安
全
衛
生
課
☎
０
２
９
（
２

　

２
４
）
６
２
１
５

「
リ
ウ
マ
チ
教
室
」を
開
催

　

リ
ウ
マ
チ
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、

　

リ
ウ
マ
チ
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、

ま
た
、
リ
ウ
マ
チ
に
関
心
の
あ
る

方
々
を
対
象
に
、「
リ
ウ
マ
チ
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
１
月
22
日
㊐
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

会
場
▼
常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
リ
ウ
マ
チ
に
関
す
る
講
演

会
と
医
療
相
談
会

入
場
・
相
談
料
▼
無
料

問
合
せ
先
▼
（
社
）
日
本
リ
ウ
マ

チ
友
の
会
茨
城
支
部
事
務
局

　

☎
０
２
８
０
（
22
）
７
１
７
３

申
込
期
限
▼
２
月
10
日
㊎

申
込
方
法
▼
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
次
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
（
社
）
い

ば
ら
き
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

　

☎
０
２
９
（
２
２
７
）
８
３
８
３

FAX
０
２
９
（
２
２
７
）
８
４
８
４

　

確
定
申
告
の
期
限
が
間
近
に
な

申
告
書
は
、
自
分
で
書
い
て
、

郵
送
な
ど
で
、
お
早
め
に
！
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対
象
者
▼
中
学
校
・
高
校
・
専
門

学
校
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

を
卒
業
し
、
水
戸
周
辺
の
事
業

所
に
建
築
大
工
職
と
し
て
就
職

（
見
込
み
を
含
む
）
し
た
方

訓
練
日
▼
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午

後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

授
業
料
▼
年
間
６
万
円

募
集
期
限
▼
４
月
20
日
㊍

申
込
方
法
▼
当
校
の
入
校
申
込
書

に
記
入
の
上
、
事
業
主
を
経
由

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
水
戸
建
築

　

高
等
職
業
訓
練
校
☎
０
２
９（
２

　

２
６
）
０
４
０
５

水
戸
建
築
高
等
職
業
訓
練
校
の

生
徒
を
募
集

放
送
大
学

４
月
入
学
生
を
募
集

学
生
の
種
類
▼
教
養
学
部
・
大
学
院

と
な
り
ま
ち
・
み
ど
こ
ろ
発
見

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

ふ
れ
あ
い
の
里
・
う
ぐ
い
す
の
里

《
城
里
町
》

　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ

い
の
里
」と「
う
ぐ
い
す
の
里
」は
、

キ
ャ
ン
プ
場
を
は
じ
め
キ
ャ
ビ
ン

や
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
の
宿
泊
施
設

が
充
実
し
て
い
ま
す
。

予
約
受
付
▼
２
月
１
日
㊌
か
ら

問
合
せ
先
▼
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

管
理
事
務
所
☎
０
２
９
（
２
８

　

８
）
５
５
０
５　
「
う
ぐ
い
す

の
里
」
管
理
事
務
所
☎
０
２
９

（
２
８
９
）
４
３
２
１

中
学
生「
税
に
関
す
る

標
語
・
作
文
」の
入
賞
者

　

関
東
信
越
国
税
局
が
募
集
し
た

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
・

作
文
」
の
中
か
ら
、
市
内
の
入
賞

者
を
紹
介
し
ま
す
。

《
敬
称
略
》

標
語
の
部

☆
水
戸
税
務
署
長
賞

　

阿
内
万
里
恵
（
笠
間
中
３
年
）

　

塙　
　

真
美
（
東
中
３
年
）

　

中
島　
　

萌
（
南
中
２
年
）

☆
笠
間
市
長
賞

　

石
田　
　

亮
（
東
中
２
年
）

　

鈴
木
美
紗
恵
（
南
中
３
年
）

☆
笠
間
市
教
育
長
賞

　

橋
詰　

亮
太
（
笠
間
中
１
年
）

　

小
松
崎
友
理
（
東
中
１
年
）

☆
水
戸
国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞

　

近
藤　

憲
介
（
笠
間
中
１
年
）

　

学
校
賞
▽
東
中
学
校

　

学
校
賞
▽
南
中
学
校

作
文
の
部

☆
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

関　
　

朝
加
（
笠
間
中
３
年
）

☆
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　

安
見　

千
夏
（
笠
間
中
３
年
）

☆
水
戸
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
優
秀
賞

　

池
田　

綾
香
（
笠
間
中
２
年
）

　

五
味
田　

亮
（
東
中
３
年
）

　

富
田　

真
衣
（
南
中
３
年
）

　

川
上　

裕
貴
（
稲
田
中
１
年
）

茨
城
県
の
最
低
賃
金

問
合
せ
先
▼
茨
城
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
☎
０
２
９
（
２
２

　

４
）
６
２
１
６

募
集
期
限
▼
２
月
28
日
㊋

資
料
請
求
・
問
合
せ
先
▼
放
送
大

学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー
（
茨
城

大
学
水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

　

☎
０
２
９
（
２
２
８
）
０
６
８
３

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

㊌
（
期
間
内
必
着
）

資
料
請
求
・
問
合
せ
先
▼
茨
城
大

学
教
育
学
部
入
学
試
験
係
☎
０

　

２
９
（
２
２
８
）
８
２
０
８

県
立
水
戸
南
高
校

通
信
制
課
程
の
生
徒
を
募
集

第１８回
笠間市長杯バスケットボール大会結果

（１２月１０・１１・２７日）

平
成
18
年
度
茨
城
大
学
特
殊
教
育

特
別
専
攻
科
の
学
生
を
募
集

専
攻
科
（
定
員
）
／／

☆
養
護
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
取

得
コ
ー
ス
（
25
人
）

☆
養
護
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
取

得
コ
ー
ス
（
５
人
）

修
業
年
限
▼
１
年

出
願
資
格
▼
大
学
を
卒
業
又
は
卒

業
見
込
み
の
方
、
若
し
く
は
文

部
科
学
大
臣
が
指
定
し
た
方
等

出
願
期
間
▼
１
月
16
日
㊊
〜
25
日

件　名 時間額 効力発生日

茨城県最低賃金 ６５１円 平成１７年１０月１日

産
業
別
最
低
賃
金

鉄鋼業 ７５２円

平成１７年
１２月３１日

一般機械器具製造業 ７４２円
電気機械器具
情報通信機械器具
電子部品・デバイス製造業
精密機械器具製造業

７３９円

各種商品小売業 ７１４円

　

通
信
制
は
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
高
校
で
す
。
ま
た
、

成
人
の
方
に
も
高
等
教
育
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

願
書
受
付
期
間
▼
３
月
15
日
㊌
〜

28
日
㊋
（
編
入
・
転
入
学
は
２

月
17
日
㊎
〜
24
日
㊎
）

応
募
資
格
▼
県
内
に
居
住
又
は
勤

務
し
、
一
般
入
学
は
、
中
学
校

若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校

を
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の
方
。

資
料
請
求
・
問
合
せ
先
▼
茨
城
県

立
水
戸
南
高
等
学
校
☎
０
２
９

（
２
４
７
）
６
１
７
３

http://www.mitominami-h.ed.jp/

☆小学校女子 第３位：笠間ミニバスケットＳＳ

☆中学校男子 準優勝：笠間中

☆小学校男子 準優勝：笠間ミニバスケットＳＳ
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こ
の
ほ
ど
、
第
44
回
「
一
茶
ま

つ
り
全
国
小
中
学
生
俳
句
大
会
」

（
主
催
▽
炎え

ん
て
ん天
寺じ

一
茶
ま
つ
り
委

員
会
）
が
開
か
れ
、
中
学
校
の
部

で
、
東
中
１
年
の
笹
島 

良
太
さ
ん

の
作
品〝
蝉
し
き
り
鳴
い
て
失
う

英
単
語
〞が
特
選
（
東
京
都
足
立

区
教
育
委
員
会
賞
）
を
受
賞
し
た

ほ
か
、
同
校
が
学
校
賞
（
全
国
最

優
秀
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

一
茶
ま
つ
り
は
、
江
戸
時
代
の

俳
人
・
小
林
一
茶
に
ゆ
か
り
の
深

い
炎
天
寺
（
東
京
都
足
立
区
）
が

毎
年
11
月
23
日
に
開
い
て
い
る
も

の
で
、
全
国
小
中
学
生
俳
句
大
会

は
そ
の
メ
イ
ン
と
な
る
行
事
。
今

回
は
、
全
国
47
都
道
府
県
の
小
中

学
校
を
は
じ
め
、
海
外
の
日
本
人

学
校
な
ど
か
ら
18
万
９
千
２
４
７

句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
校
か
ら
は
、
顧
問
の
稲
見 

秀

幸
先
生
の
指
導
の
下
、
77
人
の
生

徒
が
応
募
。
笹
島
さ
ん
の
特
選
を

は
じ
め
、
秀
逸
２
句
、
入
選
15
句

の
計
18
句
が
入
賞
し
、
同
校
も
学

校
賞
の
栄
誉
を
受
け
ま
し
た
。
万

葉
集
の
長
歌
や
短
歌
の
流
れ
に
始

ま
り
、
日
本
固
有
の
文
化
と
し
て

磨
か
れ
て
き
た
俳
句
。
生
徒
た
ち

は
、
短
く
深
い
定
型
詩
に
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
寄
せ
、
伝
統
あ
る
大

会
で
、
そ
の
輝
き
を
見
せ
ま
し
た
。

◆◆
笠
間
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

笠
間
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

笠
間
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

各
部
門

各
部
門
1010
位
以
内
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
《
敬
称
略
》

位
以
内
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
《
敬
称
略
》

位
以
内
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
《
敬
称
略
》

位
以
内
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
《
敬
称
略
》

２
キ
ロ
一
般
男
子

⑥
苅
部　

重
卓

⑨
太
田　

孝
志（
愛
の
里
更
生
園
）

２
キ
ロ
車
い
す

④
成
田　

文
子

３
キ
ロ
中
学
生
男
子

③
関　
　

一
真
（
東　

中
）

⑤
加
藤　

弘
貴
（
東　

中
）

⑥
飯
村　

敏
行
（
東　

中
）

⑧
舘　
　

遼
太
（
稲
田
中
）

⑨
富
田　

尚
也
（
稲
田
中
）

３
キ
ロ
中
学
生
女
子

③
中
村　

美
咲
（
南　

中
）

⑤
茂
内　

泰
余
（
南　

中
）

⑦
青
木
美
津
紀
（
南　

中
）

⑩
若
菜　

千
愛
（
南　

中
）

３
キ
ロ
一
般
男
子

⑥
武
藤　

政
徳
（
佐
白
の
館
）

５
キ
ロ
一
般
男
子
（
39
歳
以
下
）

①
青
木　

正
之（
水
戸
工
業
高
校
）

②
鈴
木　

裕
也
（
笠
間
Ｒ
Ｃ
）

５
キ
ロ
一
般
男
子
（
40
〜
49
歳
）

⑦
柴
沼　

修
一（
イ
ケ
ノ
ベ
Ｒ
Ｃ
）

５
キ
ロ
一
般
男
子
（
50
〜
59
歳
）

⑨
舘　

功

５
キ
ロ
一
般
女
子
（
39
歳
以
下
）

⑥
宮
窪
真
由
美

10
キ
ロ
一
般
男
子
（
39
歳
以
下
）

⑩
大
和
田　

央

10
キ
ロ
一
般
女
子
（
39
歳
以
下
）

①
神
原
明
日
香（
勝
田
養
護
学
校
）

⑨
萩
原　

憲
子

※
○
数
字
は
各
部
門
の
順
位

２
キ
ロ
小
学
生
男
子（
１
〜
３
年
）

⑦
吉
田　
　

陸
（
稲
田
小
）

⑧
舘　
　

歩
夢
（
稲
田
小
）

２
キ
ロ
小
学
生
男
子（
４
〜
６
年
）

③
鈴
木　

拓
也
（
笠
間
小
）

⑤
河
原
井
翔
輝
（
笠
間
小
）

⑥
河
原
井
康
平
（
笠
間
小
）

⑨
山
崎　

純
弥
（
笠
間
小
）

２
キ
ロ
小
学
生
女
子（
１
〜
３
年
）

②
丸
山　

小
雪
（
笠
間
小
）

⑤
照
井　

由
美
（
笠
間
小
）

⑦
滝
田　

彩
織
（
笠
間
小
）

⑩
小
林
は
る
か
（
稲
田
小
）

２
キ
ロ
小
学
生
女
子（
４
〜
６
年
）

⑥
柳
橋　

美
歩
（
笠
間
小
）

⑦
松
田　

莉
奈
（
佐
城
小
）

⑨
稲
見　

千
晴
（
笠
間
小
）

２
キ
ロ
親
子

⑤
成
田　

忠
順
・
智
一
（
笠
間
小
）

⑧
稲
田　

義
弘
・
真
依
（
笠
間
小
）

⑩
吉
野　

文
彦
・
真
由
（
佐
城
小
）日立製作所女子陸上競技部の招待選手６人

一
茶
ま
つ
り
俳
句
大
会　

東
中
学
校
が
全
国
最
優
秀
校
に

‶蝉しきり鳴いて失う英単語”
（東中１年・笹島 良太さんの作品）

入賞した東中学校の生徒１８人 特選を受賞した笹島 良太さん
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　昨年１１月２９日（火）・１２月６日（火）・７日（水）
の三日間にわたり、笠間市中央公民館において、市
内の小・中学生を対象とした児童・生徒芸術鑑賞事
業を開催しました。
　今年度は、和楽会「昇（しょう）」の皆さんによる
青森県津軽地方の民謡音楽“津軽三味線”と現代創
作和太鼓のジョイントコンサート。
　小学校低学年の部には、和楽会の皆さんが動物の
姿で登場し、子どもたちは大喜び。また、大きな和
太鼓の迫力に聞き入っている様子でした。そのほか、
太鼓の体験コーナーもあり、各学校から選ばれた子
どもたちが、ステージ上で和太鼓の演奏指導を受け、
日本の伝統文化に触れることができました。

～心に響く和の音色～
　昨年１２月１０日（土）と１１日（日）に、『どん
ぐり学校～クリスマス会～』を行いました。
　１日目は、茨城県レクリエーション協会の武藤先
生の指導により、稲田小学校体育館でレクリエーシ
ョン、夜は吾国山洗心館で歌やゲームなどを行い、
楽しいクリスマス会を開くことができました。
　翌日には、市民講師の安藤先生の指導の下、自然
の素材を利用したリース作りを行いました。どの作
品も個性豊かで、素敵なリースを作り上げることが
できました。
　参加した子どもたちはもちろん、お手伝いの笠間
市リーダースクラブのメンバーにも、思い出に残る
クリスマス会でした。

　昨年１１月１３日（日）、市内の小・中学生や一般
の皆さんが、栃木県矢板市の『矢板たかはらマラソ
ン大会』に参加しました。
　矢板市は、初代笠間城主である笠間 時朝の出身地
ということで、昭和５５年に笠間市と姉妹都市とな
り、毎年、お互いのマラソン大会を通じて、スポー
ツによる交流を深めています。
　当日は、快晴の秋空の下、参加した皆さん（３２人）
が、気持ちのよい汗を流していました。
　記録に満足できた人・ちょっぴり悔しい思いをし
た人・お友達を増やすことができた人、それぞれの
記憶に残る一日を過ごすことができました。

　青少年育成笠間市民会議では、親子で語り合い、
自然に触れ合うことで、青少年の豊かな人間性とた
くましさを育むことを目的に、昨年１１月６日（日）
に『親子ふれあいハイキング』を実施しました。場
所は北茨城市の花園渓谷です。
　参加された皆さんは、山の紅葉と、川のせせらぎ
を楽しみながら、親子で仲良く元気に歩き、自然を
満喫していました。

親子の〈きずな〉を深めましょう

【入賞：萩原信子さん、萩原憲子さん、菊池綾香さん、稲見千晴さん】【てっぺんまで登ったよ!】
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３００年前にタイムスリップ　「佐白山の歴史探訪」

佐白山中腹の「千人溜」で説明を受ける参加者の皆さん

健康づくり講演会　〝健康寿命を延ばすコツって？〟

講演に先立って行われたストレッチ体操（ステージ右が田中さん）

＊笠間市民憲章＊　この誇りある郷土を愛し、よりよい明日を求めて。　この誇りある郷土を愛し、よりよい明日を求めて。
◇ 自然を愛し、美しいまちにしよう。　◇健康で働き、豊かなまちにしよう。　◇教養と文化を高め、明るいまちにしよう。
◇ 思いやりを深め、温かいまちにしよう。　◇きまりを守り、住みよいまちにしよう。（昭和 53 年 8 月 1 日制定）

季節を彩るイルミネーションで、地域に活気

笠間駅前（稲青倶楽部・稲荷町子ども会） 石井交差点（石井元気まつり実行委員会）

12
月
18
日
、
笠
間
の
歴
史
を
学
ぶ
「
佐

白
山
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
探
訪
」（
主
催

▽
か
さ
ま
を
よ
く
す
る
市
民
会
議
生
涯
学

習
運
動
実
行
委
員
会
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
佐
白
山
の
史
跡
を
散
策

し
な
が
ら
、
郷
土
の
伝
統
や
文
化
を
味
わ

っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
市

民
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
笠
間
市
文
化
財
保
護
審
議
委

員
の
小
室
昭
さ
ん
。
笠
間
藩
の
下
屋
敷
が

構
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
山
麓ろ

く

公
園
を
出

発
す
る
と
、
参
加
者
た
ち
は
、
た
ち
ま
ち

３
０
０
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
武
家

社
会
の
様
子
を
伝
え
る
史
跡
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
山や

ま
じ
ろ城
の
持
つ
機
能
や
歴
史
の

変
遷
を
た
ど
り
、
山
頂
の
佐
志
能
神
社
を

目
指
し
ま
し
た
。

11
月
26
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、

健
康
づ
く
り
講
演
会
（
主
催
▽
か
さ
ま
を

よ
く
す
る
市
民
会
議
健
康
づ
く
り
運
動
実

行
委
員
会
）
が
開
か
れ
、
市
民
や
関
係
者

な
ど
約
４
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
筑
波
大
学
教
授
で
、
ス
ポ
ー

ツ
医
学
に
詳
し
い
田
中
喜
代
次
さ
ん
。「
健

康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
の
上
手
な
生
き

方
」
と
題
し
、
映
像
を
使
っ
て
、
上
手
な

生
き
方
（
老
い
方
）
を
語
り
ま
し
た
。

　

健
康
寿
命
と
は
、
元
気
に
活
動
で
き
る

期
間
の
こ
と
。
現
在
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
が
そ
の
大
き
な
か
ぎ
を
握
っ

て
い
ま
す
。
田
中
さ
ん
は
、
心
の
平
安
、

適
切
な
食
習
慣
、
運
動
の
習
慣
化
を
挙
げ
、

長
寿
の
秘
訣
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。


